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★☆★☆★ メルマガ 素形材（第３９０号）★☆★☆★【発行日：2023年 1月 17日】 

**************************************************************************** 

             ◆◇ 本号の目次 ◇◆ 

 

Ａ．素形材センター事業トピックス【☆●●●】 

Ａ-1．オンライン素形材技術セミナー  締切迫る！！ 

  「製造現場におけるデジタル技術活用 研究・実用化最前線」 

～デジタルツイン・AI 等による最適化、予測精度・生産性・品質向上への取組み～ 

Ａ-2．素形材技術セミナー  

  「鋳造欠陥における『新なぜなぜ分析手法』と実際の現場での活用事例の演習」 

Ａ-3．オンライン新素形材産業動向研究会のご案内 

  「車載用全固体電池・電力貯蔵蓄電池の技術開発動向」 

 

Ｂ．素形材センター出版物情報【●☆●●】 

Ｂ-1．月刊誌「素形材」令和 5年 1月号（Vol.64,No.1）          New★ 

Ｂ-2．「素形材年鑑」(令和 3年版) 刊行のご案内              New★ 

 

Ｃ．素形材業界関連－募集・トピックス－【●●☆●】 

Ｃ-1. 第１３回 Additive Manufacturing (ＡＭ) シンポジウム      New★ 

        ～ＡＭ最終製品を目指して～  

               【東京大学生産技術研究所 付加製造科学研究室】 

Ｃ-2. 2022年度 第 4回講演会 ～中小企業における DX～（1/19開催）   New★ 

     【一般社団法人大阪科学技術センター 中堅・中小企業技術振興委員会】 

Ｃ-3. 2022年度ものづくり中小企業のための支援策勉強会（2/3開催）   New★ 

                    【一般財団法人大阪科学技術センター】 

Ｃ-4. 「型技術者会議 2023」講演論文募集                New★ 

                         【一般社団法人型技術協会】 

Ｃ-5.【経産省実証事業】EPAデジタルイノベーションフォーラム開催のご案内 New★ 

                           【東京共同会計事務所】 

Ｃ-6. 第 428 回講習会                         New★ 

   「開かれた扉（ミライ）～JIMTOF2022に見る最新工作機械技術～」 

                         【公益社団法人精密工学会】 

Ｃ-7. 2022 年度 第 4回熱処理技術セミナーご案内 

                     【一般社団法人日本熱処理技術協会】 

 

Ｄ．素形材産業政策関連－トピックス・募集等－【●●●☆】 

Ｄ-1.統計                          【経産省】New★ 

Ｄ-2. 第９回「ものづくり日本大賞」受賞者を決定しました！   【経産省】New★ 

Ｄ-3. 「デジタルスキル標準」をとりまとめました        【経産省】New★ 

Ｄ-4. 価格交渉促進月間（2022 年 9月）のフォローアップ調査の結果を公表します 

【経産省】New★ 

Ｄ-5.「2050 年カーボンニュートラルに向けた若手有識者研究会」を設置し、研究会 

   を開催しています                    【経産省】New★ 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ａ．素形材センター事業トピックス【☆●●●】 



 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-1．オンライン素形材技術セミナー  締切迫る！！ 

「製造現場におけるデジタル技術活用 研究・実用化最前線」 

～デジタルツイン・AI 等による最適化、予測精度・生産性・品質向上への取組み～ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 わが国の素形材産業は様々な技術革新により、基盤産業として著しい発展を遂げて 

きました｡しかしながら、わが国経済は従来とは異なる抜本的な変革を求められてお 

り、素形材産業もさらに競争力強化を図ることが重要と考えられます｡このような状 

況の下、更なるデジタル技術活用による生産性・品質等向上のため、下記プログラム 

によるセミナーを企画いたしました｡今回は、鋳造分野と共に機械加工分野も含め、多 

様な側面から具体的な活用の取組みをご紹介します。 

 

●令和 5年 1月 27日（金）10:00～16:30 

 オンラインセミナー（Cisco Webex Meetings を使用） 

●プログラム     コーディネーター 大同大学 前田 安郭 氏 

  

１．ものづくりにおける DX 

 ～ 機械加工を進化させる革新的データ活用／デジタルツイン 

 神戸大学大学院 白瀬 敬一 氏 

２．鋳造 CAE における V＆Vの考え方と事例  

 大同大学 前田 安郭 氏 

３．DX 技術×最適化技術を活用した製造現場における生産性の向上 

 三重大学大学院 矢野 賢一 氏 

４．AI を活用したダイカスト品質向上の取組み  

 (株)豊田自動織機 井上 雅昭 氏 

５．生型量産ラインにおける ICT を用いた品質改善活動の取り組み  

 (株)クボタ 白沢 卓大 氏 

６．総合質疑 

 司会 大同大学 前田 安郭 氏 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/1411/202212021540192077.pdf 

 

【問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 企画部 

e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-2．素形材技術セミナー  

「鋳造欠陥における『新なぜなぜ分析手法』と実際の現場での活用事例の演習」 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 鋳造不具合を、繰り返し起こっているような慣例化した不具合名で、処理してしま 

っている事は多くないでしょうか？真の不具合原因を突きとめる事ができなければ、 

正しい対策を打つことはできません。鋳造は、液体から個体への相変態を伴う加工法 

であるために、他のものづくりとは異なる鋳造独特の不具合の傾向とその分類手法が 

あります。本セミナーの「新なぜなぜ分析手法」は、不具合品を、場所「部分・全体・ 

内側・外側」や様子「模様・穴・異物」形態「平滑・ギザギザ・自形・他」で分類し、 

最後に因子「鋳型・溶湯」に分けて考察することにより、正しい不具合名とその主た 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/1411/202212021540192077.pdf


 

る原因を見つけ出す、QC手法とは異なる鋳造独特の新しい不具合解析の手法です。 

本セミナーはグループ討議を通じて「新なぜなぜ分析手法」を体感して頂く内容なっ 

ております。鋳造欠陥特有の分類手法で欠陥を分類し、名医のように欠陥の原因と対 

策ができる技術者を育てる事を目的とした講座です。簡易な分類手法ですので、1人 

でも多くの鋳造に関わる技術者やユーザー及び商社関係の方々の参加をお待ちしてお 

ります。 

 

●令和 5年 2月 10日(金) 10:00～17:00 

 機械振興会館 6階 6-67 号室  東京都港区芝公園 3-5-8 

●プログラム     コーディネーター  (株)木村鋳造所 菅野利猛 氏 

 

１．「新なぜなぜ分析手法」の説明  

２．グループ討議によるなぜなぜ分析の演習（不具合事例１） 

３．グループ討議によるなぜなぜ分析の演習（不具合事例２） 

４．グループ発表/正解の解説及び各種相談事受付け  

(株)木村鋳造所 菅野利猛 氏  /  (株)木村鋳造所  姜 一求 氏 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/1414/202212021548443355.pdf 

 

【問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 企画部 

e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-3．オンライン新素形材産業動向研究会のご案内  

   「車載用全固体電池・電力貯蔵蓄電池の技術開発動向」 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

当センターでは、賛助会員の皆様に、情報提供と意見交換の場として「新素形材産業 

動向研究会」を立ち上げております。今年度第 4回研究会を下記の通り開催します。 

皆様のご参加をお待ちしています。 

 

■日 時： 令和 5年 1月 23日(月) 13:30～15:00 

■テーマ： 「車載用全固体電池・電力貯蔵蓄電池の技術開発動向（仮）」 

■講 師： 一般財団法人 電力中央研究所 エネルギートランスフォーメーション 

      研究本部 エネルギー化学研究部門 上席研究員 小林 剛氏 

 

【問合せ・申込み先】 

一般財団法人 素形材センター 企画部（中野） 

e-mail:kikaku@sokeizai.or.jp 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｂ．素形材センター出版物情報【●☆●●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｂ-1．月刊誌「素形材」令和 5年 1月号（Vol.64,No.1）          New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【主な掲載内容】 

◆特集「わが社の素形材技術最前線」 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/1414/202212021548443355.pdf


 

 ◇鋳造 ◇ダイカスト ◇鍛造 ◇プレス加工 ◇粉末冶金 ◇金型・型製作 

 ◇工業炉 ◇AM(付加製造) ◇その他 計 18テーマ 

◆特集「素形材月間」報告（続き） 

 令和 4年度素形材月間記念式典・講演～人・街から愛される鋳物づくりへの挑戦～ 

◆政策 TREND 

 「魅力発見！三陸・常磐ものネットワーク」について 

◆TOPICS 

 2022 年度産業技術連携推進会議 ナノテクノロジー・材料部会 素形材分科会報告 

◆特別講義 

 素形材に高付加価値を付与する工作機械と高速ミーリング特性の基礎 

 -理化学研究所における工作機械開発の回顧を中心に- 

 

他、文献速報、素形材工業生産実績、年間目次などを掲載 

 

■バックナンバーも含め、下記よりお申込みいただけます。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/ 

 

【申込み・問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 業務部 

e-mail:gyoumu@sokeizai.or.jp 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｂ-2．「素形材年鑑」(令和 3年版) 刊行のご案内             New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「素形材年鑑」（令和 3年版）を 12月末に刊行いたしました。 

この年鑑は、素形材に関する統計をできるだけ広範囲に集め、簡単な解説をつけたも 

ので、国内統計・海外統計・参考統計により構成されています。 

国内統計では、令和 3年の日本の産業動向概況等に加え、日本の素形材産業及び素形 

材関連産業の概況と業種別現況として、主に令和 3年までの品目別生産量・生産額と 

生産構成比等について、時系列変化を一覧化した資料を収録しています。 

海外統計では、海外の素形材各分野の業種別の動向についての統計を収録しています。 

是非ともご活用下さいますよう、皆様のご利用をお待ちしております。 

 

■装丁：A4判 約 240頁 

■定価：\12,650(消費税・送料込) 

※素形材センターの賛助会員（特別賛助会員・一般賛助会員）は 50%割引、 

協賛会員は 10%割引でご購入いただけます。 

 

■お申込み、詳細については下記にご連絡ください。 

【申込み・問合せ先】 

 https://www.sokeizai.or.jp/pages/31/(申込書をダウンロードください。) 

 一般財団法人 素形材センター 業務部 

 e-mail:gyoumu@sokeizai.or.jp 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｃ．素形材業界関連－募集・トピックス－【●●☆●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-1. 第１３回 Additive Manufacturing (ＡＭ) シンポジウム      New★ 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/
https://www.sokeizai.or.jp/pages/31/


 

        ～ＡＭ最終製品を目指して～  

               【東京大学生産技術研究所 付加製造科学研究室】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

◆開催日時：2023 年 1月 20日（金） 12：30～17：10（受付開始 12:00～） 

◆開催場所：東大生研コンベンションホール リアル開催 

      （webでは対応いたしません） 

◆参 加 費：無料（但し、後日アンケートのお願いがございます） 

◆申込締切：2023 年 1月 19日（木）18:00 までにお申し込みください 

     （締切日前であっても、人数に達し次第申込を中止させて頂く場合がござ 

      います） 

◆募集人員：100名（先着順） 定員に達し次第申込みを締め切ります。 

      参加条件が御座いますので、添付開催案内をご参照ください。 

◆プログラム： 

 講演内容については、下記 URL をご覧ください。 

 http://lams.iis.u-tokyo.ac.jp/am_symposium/AM%20Symposium2023.pdf 

◆お申し込み方法： 

 下記 URLの参加申し込みフォームからお申し込みください。 

（お申し込み後の返信はございません。申込後当日会場へお越しください。 

 名刺或いは名刺に変わるカードをご持参受付で提出して下さい） 

 https://forms.gle/Z14FE2rrENjHwzQr5 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-2. 2022年度 第 4回講演会 ～中小企業における DX～（1/19開催）   New★ 

     【一般社団法人大阪科学技術センター 中堅・中小企業技術振興委員会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 DX（デジタル・トランスフォーメーション）は中小企業の喫緊の課題となっていま 

すが、何からどう始めたらいいのか？自社に合った DXとはどういうものか？と、最初 

の一歩が難しいと言われます。各社の実態に合った DXの推進で、生産、受発注管理、 

設備稼働の把握、トレーサビリティの確保等で大きな効果を上げ、高付加価値企業へ 

と成長を遂げる－－そのための一助としていただくための５回シリーズの講演会、第 

４弾を開催いたします。ぜひご参加ください。 

 

◆プログラム： 

◇開会挨拶 

 大阪科学技術センター 中堅中小企業技術振興委員会 

 委員長 立石 豊（株式会社シンコーメタリコン 代表取締役） 

◇ガイダンス「DX推進。最初の第一歩」 

 辻野 一郎 氏（DX パワー 代表／関西文化学術研究都市推進機構 

                 コーディネーター） 

◇DX事例発表 

 「ペーパーレスから始める DX と業務改善」 

 アベル株式会社 代表取締役 居相 浩介 氏 

◇中小企業のための DX関連支援策ご紹介（説明機関予定／順不同） 

 ①（公財）大阪産業局（大阪府 IoT推進ラボ） 

 ②大阪府商工労働部 成長産業振興室 産業創造課（大阪府 DX推進 

   パートナーズ） 

 ③（公財）大阪産業局（大阪 DX推進プロジェクト） 

http://lams.iis.u-tokyo.ac.jp/am_symposium/AM%20Symposium2023.pdf
https://forms.gle/Z14FE2rrENjHwzQr5


 

 ※中小企業の事例 DX発表や、各機関の中小企業のための支援策の説明等 

 

◆日 時：2023年 1月 19 日(木) 14時～17時（13時 30分より受付開始） 

◆会 場：大阪科学技術センター 4階 404号室 

◆定 員：60名 

◆参加費：2,000 円／回／人（非賛助会員 5,000円／回／人） 

    ※参加費は当日、受付にてお支払いください。領収書をお渡しいたします。 

    ※お釣銭のないようご協力をお願いいたします。 

◆申 込：氏名・所属・役職・メールアドレスをお知らせください。 

      e-mail：ostec-ttk@ostec.or.jp 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

    http://ostec.or.jp/ostec_wp/pdf/dx/2022_4th_DX.pdf 

 

【問合せ先】 

 大阪科学技術センター 技術振興部 東、中山、森山 

 TEL：06-6443-5320 ／ FAX：06-6443-5319  

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-3. 2022年度ものづくり中小企業のための支援策勉強会（2/3開催）   New★ 

                    【一般財団法人大阪科学技術センター】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省では中小企業の活性化策の一環として、「中小企業の特定ものづくり基 

盤技術及びサービスの高度化等に関する指針」に基づく Go-Tech事業や、ものづくり 

補助金などの技術開発支援策が実施されています。独立行政法人中小企業基盤整備機 

構近畿本部でも、新規事業の事業化をはじめとする、中小企業をサポートする支援策 

に種々取り組んでおります。また、当財団でも関西の中小企業振興に資する事業や、 

中小企業技術支援の観点で Go-Tech等の申請支援や事業支援を行っております。 

 この度、これら中小企業支援策の紹介と申請時のポイントを解説することにより、 

これらの施策に関心をもって頂き、自社技術の高度化にチャレンジされるきっかけと 

して頂くことを目的に、下記の 通り勉強会を開催致します。 また、新エネルギー・ 

産業技術総合開発機構(NEDO)様、科学技術振興機構(JST)様のベンチャー・中小・中堅 

企業様向けの支援事業についても説明いたします。 

 御多忙の節とは存じますが、万障繰り合わせの上、ご参加賜りますようご案内申し 

上げます。 

 

◆日 時：2023年 2月 3日(金)13：00～17：00 

◆会 場：大阪科学技術センター 8階 大ホール 

◆参加費：無料 

◆定 員：150名(定員超過した場合のみ、ご連絡いたします。) 

◆詳細・申込方法：http://www.ostec.or.jp/ostec_wp/pdf/shien20230203.doc 

      参加申込書に必要事項をご記入の上、FAX又はメールにてお申し込み下 

      さい。参加証は発行いたしませんので、お申し込み時のメールのコピー 

      ごを持参下さい。 

＜お問い合わせ先＞ 

〒550-0004 大阪市西区靱本町 1丁目 8番 4号 

一般財団法人大阪科学技術センター 技術振興部 森山、松本 

TEL: 06-6443-5322 FAX:06-6443-5319 ／ E-mail: sapoin-shien@ostec.or.jp 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

http://ostec.or.jp/ostec_wp/pdf/dx/2022_4th_DX.pdf
http://www.ostec.or.jp/ostec_wp/pdf/shien20230203.doc


 

Ｃ-4. 「型技術者会議 2023」講演論文募集                New★ 

                         【一般社団法人型技術協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

型技術協会が実施します「型技術者会議 2023」が 2023 年 6月 22日(木）・23日(金)に 

開催されます。今回の「型技術者会議 2023」のテーマは、『つなげよう 型技術の Old  

and New』となっております。ようやく少しずつ時間が動き出しました。この 3年近く 

にわたり歯がゆい日々を過ごされたのではないでしょうか。さあ動きましょう！繋げ 

ましょう！アナログとデジタルをつなげましょう。熟練者の技術を若手エンジニアに 

つなげましょう。人と人を、企業と企業を。そんなような想いで、未来の型技術のハ 

ーモニーを奏でていきたい。それが「型技術者会議 2023」のテーマです。 

 つきましては、「型技術者会議 2023」講演論文の募集を致しております。主旨をご 

理解の上、積極的な講演申し込みをお待ちしております。 

 

◆締切：1．講演申込 2023 年 1月 27日(金) 

    2．講演論文原稿提出 2023年 4月 7日(金) 

◆申込方法・詳細：下記 URLをご覧下さい。 

 https://www.jsdmt.jp/01katakaigi/ronbun.html 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-5.【経産省実証事業】EPAデジタルイノベーションフォーラム開催のご案内 New★ 

                            【東京共同会計事務所】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 この度、東京共同会計事務所は 2023年 2月 20日（月）、21日（火）に「EPAデジタ 

ルイノベーションフォーラム」を開催いたします。本イベントは、2022年より実施を 

しておりました経済産業省令和 3年度補正予算「経済連携協定関連ツール開発実証事 

業（以下、「実証事業」という）」の集大成として開催するものです。 

 RCEP の発効等を受け、日本企業が世界市場で競争力を高めていくためには、経済連 

携協定（EPA）の有効活用が欠かせない時代となりました。しかしその一方で EPAの活 

用には難解な協定・制度の理解や煩雑な実務手続きが求められ、多くの課題が存在し 

ています。このような背景のもと、実証事業では、産業界での EPA利活用を支援する 

ため、業界に特化したマニュアルや標準フォーマットの作成、実務を効率化する各種 

デジタルツールの開発を実施してきました。本イベントでは、これら実証事業におけ 

る業界団体との取り組みや各企業での EPA活用事例をご紹介いたします。さらに、国 

際税務や世界の関税リスクに関するプログラムも追加し、グローバルにビジネスを展 

開する上で参考となる情報が詰まった 2日間となります。 

 プログラム単位でご参加いただけますので、ぜひこの機会にご参加いただきますよ 

うご案内申し上げます。プログラムの詳細、およびお申込み方法は以下よりご確認く 

ださい。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

https://jaftas.jp/seminar/10379/ 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-6. 第 428 回講習会                         New★ 

   「開かれた扉（ミライ）～JIMTOF2022に見る最新工作機械技術～」 

                         【公益社団法人精密工学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「第 31回日本国際工作機械見本市」(JIMTOF202)が 11月 8日～13日に東京ビッグサ 

イトで開催されました。4年ぶりのリアル開催であり、4年分の技術的蓄積が一堂に披 

https://www.jsdmt.jp/01katakaigi/ronbun.html
https://jaftas.jp/seminar/10379/


 

露されました。本講習会では、工作機械業界を代表する研究者や企業の方々を講師と 

して招き、JIMTOF2022で披露された工作機械技術の最新動向を解説いただきます。モ 

ノのインターネット（IoT）や人工知能（AI）、デジタルトランスフォーメーション（DX） 

などの「デジタル技術」、労働力不足の解消や生産効率化のために高度化する「自動化」 

などのキーワードに加え、今回初めて設置されたアディティブマニュファクチャリン 

グ（付加製造,AM）ゾーンなどでも注目の「AM 技術」など、最新技術を読み解いてい 

きます。本講習会は工作機械技術の最先端についての知見を高めていただける情報が 

満載です。多くの方のご参加をお待ちしております。 

◆日 時：2023年 3月 20日(月)～4月 10日(月) 

◆会 場：Box というクラウドサービスを用いてオンライン開催いたします。  

◆定 員：制限なし  

◆参加費：会員（賛助会員および協賛団体会員を含む）22,000 円 

     学生会員 2,000 円，非会員 36,000円，学生非会員 7,000 円  

◆申込締切：2023 年 4月 3日(月)  

◆申込方法・詳細：下記 URLをご覧下さい。 

 https://www.jspe.or.jp/wp/wp-content/uploads/course/428.pdf 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-7. 2022 年度 第 4回熱処理技術セミナーご案内 

                     【一般社団法人日本熱処理技術協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第 4 回熱処理応用講座では、金属組織の多様な性質とその制御技術を主題として取 

り上げました。金属材料は多彩な組織とそれらの優れた特性により、これまで我々社 

会に多大な利益をもたらしてきました。近年では省資源、低環境負荷、希少元素代替 

技術が重要な研究開発課題として注目されるようになりました。本セミナーでは鉄鋼 

材料を中心として金属材料の組織が熱処理によってどのように創生され、それがどの 

ように活かされてきたのか、また様々な応用分野での最新の活用技術について学ぶこ 

とができます。ご講演頂く各講師にはそれぞれの分野にて著名な先生方をお招きいた 

しました。また、本セミナーは基礎から応用まで本主題に沿ったプログラム構成にな 

っており企業における人材育成にも役立てて頂けます。貴社の社員教育にご活用いた 

だければ幸甚に存じます。多数の参加を期待しております。 

 

◆日 時：2023年 3月 22 日(水），23日(木) 

◆会 場：オンライン参加（Zoom Webinar）80 名 

     対面参加 製粉会館 5F第 2・3会議室 先着 20 名 

◆参加費：正会員 36,000 円(税込) 維持会員 36,000 円(税込) 

     非会員 56,000円(税込) 

◆申込締切：2023 年 3月 9日(木) 

◆申込方法・詳細：下記 URLをご覧下さい。 

詳細：https://jsht.or.jp/wp-content/uploads/2022/12/2022_4seminar_a.pdf 

申込方法：

https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=YBahmYqg4EqU2KCKdfg_PrlO

Yv1ucMpPg51chIoTnbVUOU9FOE1FQVRZWVBFOUNSQkFXSjQ2SkM4Qy4u 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｄ．素形材産業政策関連－トピックス・募集等－【●●●☆】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-1．統計                          【経産省】New★ 

https://www.jspe.or.jp/wp/wp-content/uploads/course/428.pdf
https://jsht.or.jp/wp-content/uploads/2022/12/2022_4seminar_a.pdf
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=YBahmYqg4EqU2KCKdfg_PrlOYv1ucMpPg51chIoTnbVUOU9FOE1FQVRZWVBFOUNSQkFXSjQ2SkM4Qy4u
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=YBahmYqg4EqU2KCKdfg_PrlOYv1ucMpPg51chIoTnbVUOU9FOE1FQVRZWVBFOUNSQkFXSjQ2SkM4Qy4u


 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇月例経済報告（令和４年１２月） 

https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/2022/1221getsurei/main.pdf  

〇製造工業生産予測指数（１２月調査） 

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/yosoku/result-1.html  

〇鉱工業出荷内訳表、鉱工業総供給表（１１月分） 

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/utiwake/result-1.html  

〇鉱工業生産・出荷・在庫指数速報（１１月分） 

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/result-1.html  

〇経済産業省生産動態統計速報（１１月分） 

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html  

〇石油統計速報（１１月分） 

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/sekiyuso/result.html  

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-2.第９回「ものづくり日本大賞」受賞者を決定しました！   【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省、国土交通省、厚生労働省、文部科学省は、第 9回「ものづくり日本大 

賞」の内閣総理大臣賞受賞者（8件 27名）を決定しました。 

 併せて経済産業省では、経済産業大臣賞、優秀賞の受賞者（41件 203名、2団体） 

も決定しました。 

■詳細は以下をご覧ください 

https://www.meti.go.jp/press/2022/01/20230110003/20230110003.html  

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-3.「デジタルスキル標準」をとりまとめました        【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省と独立行政法人情報処理推進機構（IPA）は、企業・組織の DX推進を人 

材のスキル面から支援するため、DXを推進する人材の役割や習得すべきスキルを定義 

した「DX推進スキル標準（DSS-P）」を今回新たに策定し、今年３月に公開した「DXリ 

テラシー標準（DSS-L）」と合せて、個人の学習や企業の人材育成・採用の指針である 

「デジタルスキル標準（DSS）」ver.1.0として、取りまとめました。 

■詳細は以下をご覧ください 

https://www.meti.go.jp/press/2022/12/20221221002/20221221002.html  

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-4.価格交渉促進月間（2022年 9月）のフォローアップ調査の結果を公表します 

                               【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 中小企業庁では、3月に引き続き、9月を「価格交渉促進月間」として設定し、中小 

企業が、原材料費やエネルギー価格、労務費などの上昇分を、発注元企業に適切に価 

格転嫁をしやすい環境を整備するための取組を進めております。9月の価格交渉促進 

月間の取組の一環として、中小企業に対するフォローアップ調査を実施しており、こ 

のたびその結果をとりまとめましたので公表します。 

■詳細は以下をご覧ください 

https://www.meti.go.jp/press/2022/12/20221223005/20221223005.html  

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-5.「2050 年カーボンニュートラルに向けた若手有識者研究会」を設置し、研究会 

   を開催しています                    【経産省】New★ 

https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/2022/1221getsurei/main.pdf
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/yosoku/result-1.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/utiwake/result-1.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/result-1.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/sekiyuso/result.html
https://www.meti.go.jp/press/2022/01/20230110003/20230110003.html
https://www.meti.go.jp/press/2022/12/20221221002/20221221002.html
https://www.meti.go.jp/press/2022/12/20221223005/20221223005.html


 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省では、近い将来において政策議論をけん引していく若手有識者を発掘、 

ネットワーク化するため、「2050年カーボンニュートラルに向けた若手有識者研究会」 

を立ち上げ、12月 19 日（月曜日）に、第 1回を開催しました。 

◆今後の予定 

第 2回研究会：2023年 1月 26日（木） 

（テーマ：カーボンニュートラルに向けた CO2の分離回収等技術開発プロジェクトに 

関する議論） 

第 3回研究会：2023年 2月 2日（木） 

（テーマ：カーボンニュートラルに向けた食料・農林水産業の CO2等削減・吸収技術 

の開発プロジェクトに関する議論） 

 

■詳細は以下をご覧ください 

https://www.meti.go.jp/press/2022/12/20221215008/20221215008.html  

 

**************************************************************************** 

■「メルマガ素形材」は、基本、毎月２回程度で発行致します。 

  次回をお楽しみに！  

■「素形材業界関連―募集・トピックス等」に掲載ご希望の方は、 

 「１.件名 ２.主催者名 ３.概要 ４.HPリンク先」 

  を記載の上、mail@sokeizai.or.jp までお送り下さい。 

■登録内容の変更、配信停止希望はこちら(お問い合わせフォーム)からご連絡下さい。 

  https://www.sokeizai.or.jp/pages/5/ 

■お問合わせ、ご意見、ご感想、また掲載内容のご要望はこちらからご連絡下さい。 

  gyoumu@sokeizai.or.jp 

■メルマガ 素形材は、今回で第３９０号となります。メルマガ素形材は“利用しやす 

 い素形材情報”を目指して発信しています。より多くの方にご覧いただくことで内 

 容の充実を図りたいと思っています。 

 読者の皆様のご意見、ご感想はもちろんのこと、ご関係の方々を当センター事務局 

 にご紹介・ご連絡下さい。 

**************************************************************************** 

■発行元：〒105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8 機械振興会館 3階 301号室 

           一般財団法人 素形材センター 

      TEL：03-3434-3907  FAX：03-3434-3698  http://sokeizai.or.jp/ 

**************************************************************************** 

※ドメイン変更による不着メールが多くなっております。ご所属機関のドメインが 

 変わられた際には必ずお知らせくださいますようお願い致します。 

 

https://www.meti.go.jp/press/2022/12/20221215008/20221215008.html
https://www.sokeizai.or.jp/pages/5/
mailto:gyoumu@sokeizai.or.jp

